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「エッグマン」

辻仁成 著
（朝日新聞出版）

　片思いの相手とその一人
娘に再会した、元シェフの
サトジ。彼の作る卵料理が、
３人と周囲の人々の絆を深
めていきます。

「ジゼル」

秋吉理香子 著
（小学館）

　15年前の不祥事で封印
された演目「ジゼル」の公演
が決定した。その矢先、幽
霊騒動や大けがなど次々と
バレエ団に事件が起こる。

幼児向きの絵本の
読み聞かせ

日時／12月14日（木）　午後４時30分〜５時
28日（木）　午後４時〜４時30分

場所／市民会館

おはなしの時間

◦生きていくあなたへ	（日野原重明）
◦美しい科学の世界　	（伊知地国夫）
◦十二支読本　　　　　	（稲田義行）
◦刺し子の手しごと　	（日本文芸社）
◦うれしい副菜　　　　	（瀬尾幸子）
◦ニッポンの地方野菜　　	（内田悟）
◦能　　　　　　　　　　	（安田登）
◦図説日本の文字　　　	（今野真二）
◦古事記　　　　　　　　	（梅原猛）
◦トップリーグ　　　　	（相場英雄）
◦蘇える鬼平犯科帳　	（池波正太郎）
◦ホワイトラビット　	（伊坂幸太郎）
◦西郷の首　　　　　　　	（伊東潤）
◦愛のかたち　　　　　　	（岸惠子）

◦星ちりばめたる旗　	（小手鞠るい）
◦砂上　　　　　　　　	（桜木紫乃）
◦千の扉　　　　　　　	（柴崎友香）
◦高架線　　　　　　　	（滝口悠生）
◦乗りかかった船　　　	（瀧羽麻子）
◦教場０　　　　　　　	（長岡弘樹）
◦千夜と一夜の物語　　（仁木英之）
◦アゲハの公約　　　	（三萩せんや）
◦百貨の魔法　　　　　	（村山早紀）
◦守教　上・下　　　　	（帚

ははきぎ

木蓬生）
◦アナログ　　　　	（ビートたけし）
◦茶筅の旗　　　　　	（藤原緋沙子）
◦湖底の城　八巻　　	（宮城谷昌光）
◦きっと誰かが祈ってる	（山田宗樹）
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催
し
、
自
治
体
の
Ｐ
Ｒ
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取
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を
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。

市
民
体
育
祭
、
文
化
祭
、
産
業
ま
つ
り
で

す
。
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５
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。
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催
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の
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献
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あ
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伸
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で
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り
ま
す
。
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催
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澄
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Ｐ
Ｒ
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熱
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で
あ
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ま
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４

万
人
以
上
が
来
場
し
、
市
の
イ
メ
ー
ジ
を

知
っ
て
も
ら
う
絶
好
の
機
会
で
あ
り
ま
す
。

み
ん
な
が
満
足
し
て
、
喜
ん
で
「
旭
市
」

を
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じ
て
く
れ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
充

実
し
た
、
県
東
地
区
最
大
の
産
業
ま
つ
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に
し
て
い
き
た
い
と
思
う
１
日
で
も
あ
り

ま
し
た
。
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ベ
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